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はじめに

　「丸山先生って家も綺麗なんでしょ？」
　よく同僚の先生から言われます。学校でコソコソ片づけをしている
ので周りからは几帳面で潔癖症で綺麗好きと思われているらしいので
す。
　実際の僕はというとズボラです。行方不明の靴下がベッドの下から
変わり果てた姿で見つかったり、３日前に使ったマグカップがめんど
くさくてどうしても洗えず、その視線を振り切って喫茶店に逃げ込ん
だりしてしまいます。あと、ドジです。
　旅行をしてもドジが炸裂します。夏にまとまった休みが取れたので
NYに旅行に行ったのですが、帰りの空港でスノードームを見ている
間に飛行機に乗り遅れました。出発時刻をゲートに集合する時刻だと
勘違いしていたんですね。絶望的な思いで急いで走っていくと、同じ
く乗り遅れたであろうパンダのパーカーを着たケニア人女性がゲート
の扉をドンドン叩いていました。そして女性が振り返り、“Lost？”
と言うと僕はなぜか最高の笑顔で“Me too.”と言ったのでした。

　とにかく、僕はその辺にいるちょっとドジな普通の先生です。
　ただ、教師の仕事の範囲内で行う片づけや環境改善は大好きで、こ
れまでいろんな学校で断捨離をしてきました。捨てたり整えたりすれ
ばするほど働きやすくなるという当たり前の事実に完璧にハマってし
まったのです。
　ほら、よくテスト前に自分の部屋にいると勉強しなきゃいけないの
に突然部屋の模様替えを始めたりしたくなる現象あるじゃないですか。
あれをこじらせた状態が、たまたま５年くらい続いてる感じです。
　ちなみに先生としての仕事もちゃんとやってます。
　ところで、どうして学校って減らすのが苦手なんだと思います？
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　職員室ではいつまでも昭和のモノを使いまわしているし、変な校則
もそのまま残っている。業務量が多い多いと言いつつもなかなか減ら
そうとしない。なんか変ですよね。この問題についてずーっと考えて
いたんですけど、この前わかったんです。

　「減らしたことがないから」

　これだけです。だって考えてもみてください。戦後の焼け野っ原か
ら頑張って復興して、よりよい社会のために教育を充実させてここま
でやってきたんですよ。いろんなものが新しく作られることで、どん
どんイノベーションしていった。その間に「捨てる」とか「減らす」
とかそういう発想は生まれにくいですよね。
　つまり今の学校って減らせない体質だと思うんです。そんな学校に
突然「減らしなさい！」とか「なくしなさい！」とか言ってもすぐに
は難しいですよね。だから無理せず、まずは目の前のモノを少しずつ
減らして環境整備から始めるべきだと思うんです。モノを捨てて整頓
をして、「減らすことで得られるメリット」を感じれば感じるほど学
校は減らせる体質に変わっていくんじゃないでしょうか。

　削減が奨励される職場になった後のことを想像してみてください。
今、無理がある制度の見直しが進み学校環境が改善されて、もしかし
たら長時間労働の問題も解決するかもしれません。そして、それは実
際に僕の学校で起こったことなのです。
　これからみなさんに、そんな「学校の環境整備の方法」「みんなで
業務を削減する方法」について具体的にお伝えするつもりです。さあ、
始めますよ〜。

2020年1月　
丸山　瞬　
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このベルの存在意義とは？

　その日も職員室で棚の上のハンドベルを見ていました。
　僕の席のちょうど向かいには背の高い棚があって、高さ30cmほど
のそれがシンボルのように鎮座しています。状態からして古そうで、
ほこりも被っていて、とても今使っているようには見えません。

　「アレが頭に落ちたら痛そうだな」毎日そう思っていました。

　そんなのふらっと近寄って、サッと確かめればいいじゃないかとお
思いでしょうが、職員室ではなぜかそれができないんです。先輩の先
生の後ろを通って、「このベルなんですか？」なんて突然聞いたら完
全にオカシイ人になる。そんな空気感だったのです。
　そのベルを見ていると、「なぜあそこにベルがあるのだろう」とい
う素朴な疑問から「ベルがあの場所に存在する意義を確かめたい」と
いう、何かこう哲学的な思考になっていきました。「いや、さっさと
聞けよ！」って話なのはわかっています！ でも心の準備が…

　ベルの存在意義を確かめられないまま３ヶ月が過ぎました。

ベルを
片づけたかった

1
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やって来た転機

　そんなある日、遠方で大きな地震が起きまして、テレビではどの局
も次の大きな地震に備えてくださいと伝えています。僕は「これだ！」
と思い、出勤してすぐに勇気を出して聞いてみました。

　「あの、その、その、武田先生の後ろにあるベル危なくないですか？
もし地震が起こったら頭に落ちてきちゃいますよ」

　「おおっ。こんなとこにベルなんてあったんだ」

　「片づけていいです？」

　「え？ いいけど…変わってるね」

　こうしてなんとかかんとか理由を付けて、結局オカシイ人になりつ
つもベルを下ろすことができたのです。そのベルの正体は、始業や終
業を知らせる「振り鐘」でした。終戦後しばらくはチャイムの代わり
に先生がこの鐘を鳴らしながら廊下を歩いていたんですって。

　もちろん今使っている人はいませんでした。
　つまり振り鐘は、誰も管理していないからという何ともショボショ
ボな理由で存在し続けていたのです。その後、ショボ鐘は無事に防災
倉庫にしまわれ、職員室に平和が戻りました。
　いやあそれにしても、昭和20年頃のレガシーと共に仕事をするっ
て何だかロマンを感じた後に、「めっちゃ非効率やん！」って現実に
戻されますね。
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ゆとりのある生活

　朝起きて、余裕があればコーヒーを淹れる。
　椅子に腰掛け、ゆっくりと落ちる雫を眺める。
　できたてのコーヒーをカップに注ぎ、一息入れる。
　ゴミ箱に向かって投げたはずのコーヒーパックが、床一面をコーヒー
カスまみれにしたところで妄想が解けました。トホホ。

　小学校の先生として働き始めた講師１年目の僕には、こんな風に朝
コーヒーを淹れるようなゆとりはありませんでした。
　６時間の授業を終えるとすぐに部活に向かいます。子どもたちとサッ
カーをしたあと職員室に戻り、夜９時近くまで授業準備をしていまし
た。今思えばワーカホリックそのものだったと思います。
　講師２年目は、新しい学校に異動し「定時退勤をする先生」になり
ました。といっても、教師の時短術を身につけたわけでも子どもが生
まれたわけでもなく、１クラスを担任と副担任の２人体制で見る珍し
い学校に赴任したためでした。
　担任が授業をしている間に、副担任の僕はほかの子を見たり事務作
業をしたりすることができます。先生が通常の２倍なので仕事もすぐ

理想の生活に
届かない日々

2
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終わります。休憩時間にフットサルで軽く汗を流しても定時で帰れた
んですよ。「こんなゆとりのある働き方もあるのか！」と衝撃でした。
　講師３年目にして３校目の学校に異動しましたが、その瞬間、元の
ワーカホリックな状態に逆戻りしてしまいました。
　別にサボっていたわけでもなく、単純に通常の業務が終わらなかっ
たんです。「毎日休憩が取れて定時退勤ができていたのは、あの学校
の仕組みのおかげだったんだなあ」と痛感させられた経験でした。

あせりのある生活

　そして「このままじゃ一生ゆとりのある生活なんてできない！」と
１人で勝手にあせりだし、少しでも働きやすい環境にするために、夏
休みなどを使って片づけを始めました。
　敷地内に３つある倉庫を全て片づけ、壊れた椅子と机を捨て、学校
内のモノを動かしました。片づけによって余分なモノがなくなり、少
しだけですが働きやすくなったのを感じました。それでも秋の風が吹
くと、去年までのようなゆとりのある働き方が恋しくなってしまいま
す。
　と、ここで自分の将来の生活について考えてみました。
　もしも採用試験に受かって正規教員になれたとする。そうすると仕
事量は今より確実に増える。毎晩帰りが遅くなって、仕事のための生
活になる。朝ゆっくりコーヒーが淹れられるようなゆとりのある生活
はできない。でも、将来のためにも試験は受けておきたい。でも…
　ぐるぐる考えていると、ある日ぼんやりと思いつきました。

　「正規教員になって、片づけで長時間労働をなくすしかないかあ…」

　こうしてコーヒーパックを気持ちよくゴミ箱にシュートできるよう
な、ゆとりある生活のために動き始めたのでした。
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息苦しい空気の正体

　無事、教員採用試験に受かり正規職員として現任校に配属されまし
た。
　初任者として、授業づくりや学級経営などに力を入れようとした矢
先、あるものに出鼻をくじかれます。そう、部活動です。
　僕の自治体には小学校部活がありまして、放課後の時間を使って、
野球、サッカー、バスケ、吹奏楽などが活動しています。僕も例に洩
れず未経験のバレー部の顧問になりました。
　子どものためとはいえ、部活の指導をしていたらあっという間に休
憩時間が終わります。勤務時間内に明日の授業の準備だってしなく
ちゃいけないはずなのに…みんなはどう思っているんだろう…この息
苦しい空気はなんだろう…

　ここで持ち前の「存在意義を確かめたい精神」に火がつきます。

　そこでまず部活動の歴史について調べることにしました。歴史は古
く、1950年ごろに中学校部活が生まれ、スポーツを大衆化させるた
めに学校教育の中に位置付けられていったそうです。ふむふむ。

職員室の空気と
向き合うことにした

3
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　さらに小学校部活動は30以上の県で行われていないことを知りま
した。調べてみると学習指導要領にも載っていない、いわば伝統や慣
習に近いものだったのです。子どもたちにとっては貴重な体験活動で
す。でも、先生たちの勤務時間を大幅に超えてまで行うことはできな
いという難しい問題もはらんでいます。

正しくて正しくないこと

　「この事実をみんなにも伝えなくちゃ！」と思い、霧の中でさまよっ
ている先生たちに伝えに行きました。しかし返ってきた答えに腰を抜
かすことになります。

　「人がいないからさ…やってよ…」

　な、なぜだ。誰からも強制されていないはずなのに、子どもたちの
ためにやってしまう。2020年からは授業時数が増えて、もっと忙し
くなるのになぜ今見直そうとしないんだ。この見えない鎖の正体につ
いて考えたところ、１つの仮説にたどり着きました。

　「そういう空気だから」

　空気とは恐ろしいもので、多数派同調バイアスによって少々無理が
あるとわかっていても、周りに合わせてしまうそうです。
　でもそうするとですよ。空気が変われば少しずつ変わっていくかも
しれないということですよね。つまり、「学校全体を片づけて空気を
ガラッと変えれば、いろんな見直しも進むのでは？」そう思いました。
　ただそんなことは、「初任者」の僕には到底できません。そこで、
このときから自分のことを「片づけ大好きお兄さん」だと思うことに
しました。自己暗示って結構大事です。




